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第 3 章から第11章までの10章が本論であり，先ず第 3 章では研究対象とした回転機モデルと運動方
程式を示した。
第 4 章では，第 7 章以下の非定常特性を解析，考察する場合の基本的特性である定常特性について，
解析解を得るとともに，危険速度を離れた領域における定常特性について，有用な計算式を導いた。










K を導いた。危険速度を通過できる臨界状態に対し，危険速度通過の評価式K< 1. 0を適用し，その妥
妥当性を明らかにした。
第 9 章では，第 8 章の結果と定常解の合成により， 2 自由度振動系の場合の各危険速度における評
価値を導いた。また，危険速度通過時過渡特性と定常特性の関連を明らかにした。
第10章では，危険速度を通過できる臨界状態で導いた評価値K が危険速度を容易に通過できる通常
の不つりあいの場合にも，最大動力負荷トルク比に等しくなることを示した。この結果，評価値K に
より，危険速度における駆動トルクの余裕率B=l-Kの評価を可能にした。
第11章では，模型実験装置により，第10章までの結果の実験検討を行ない，理論と実験が良好に一
致することを示した。
第12章では，第11章までの成果を総括して述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，危険速度以上の回転数で運転される回転機械について，危険速度通過時の回転特性を明
らかにし，通過可能の可否の判定法を与えたものであるO
まず\駆動動力が有限で，不つりあい量のある回転機械について，危険速度通過時の非定常回転特
性の理論解析を行ない，条件によっては，危険速度で大振幅の振動が持続し，これを通過できない場
合があることを明らかにしている。
ついで，危険速度を通過できるかどうかの判別条件の定式化を行ない，比較的簡単で適用範囲の広
い評価値を提案し，実験結果と比較して，その有用性を示している。
以上の結果は近年次第に用いられるようになった低剛性の高速回転機械の事故発生の防止と必要動
力の決定に重要な指針を与えるもので 機械工学に貢献するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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